
 

   

 

 
栗木 智美 KURIKI Tomomi 
小牧市内中学校教諭（国語科）、小学校教諭、

小牧市教育委員会指導主事、教頭を経て 2020年
より愛知文教大学特任教授、「授業と学び研究
所」フェローに就任。20年ほど前から「学び合う学
び」による授業づくり・学校づくりに取り組み、今な
お理想の学び合いを求めて、中学校非常勤講師
として、国語の授業実践・探究中である。また、石
井順治先生の著書「子ど
もの読みがつくる文学の
授業―コロナ禍をこえる
「学び合う学び」（明石書
店）」など多数の書籍に
授業実践が紹介され、子
どもが読み味わう対話的
で探究的な授業実践の
数々で注目を集めてい
る。 

 本セミナーでは「『主体的・対話
的で深い学び』の実現に向けての第
一歩を ～学びの作法と教材研究の
体験を通して一緒に考えましょう
～」をテーマとして、『主体的・対
話的で深い学び』の実現のために必
要とされる「仲間との対話」「教材
との対話」「自己との対話」とはど
のようなことか、それを生み出すた
めには何が必要か、を一緒に考えて
いきます。また、長年に わたり研究
を続けている文学の教材研究につい
て、参加者の皆さんと学び合いたい
と思います。 

  

   

 

 

 

  


